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建築家・竹腰健造の建築活動について

【
特
集
】
本
学
聖
堂
特
集
③

建
築
家
・
竹
腰
健
造
の
建
築
活
動
に
つ
い
て

│
│
戦
後
の
代
表
作
品
で
あ
る
聖
心
女
子
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
を
中
心
と
し
て
│
│

下
山
美
月

内
田
青
蔵

1　

は
じ
め
に

1
―
1　

研
究
目
的

　

竹
腰
健
造
（
一
八
八
八
―
一
九
八
一
）
は
戦
前
期
、
Ａ
Ａ
（
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
ス
ク
ー
ル
で
建
築
を
学

び
、
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
）
建
築
家
資
格
を
取
得
し
た
日
本
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人
で
数
少
な
い
建
築
家
で
あ
り
、
現
在
の
日
建
設
計
の
源
流
を
築
い
た
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

　

竹
腰
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
住
友
の
営
繕
課
に
入
社
し
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
住
友
時
代
か
ら
と
も
に
働
い
た
長

谷
部
鋭
）
1
（

吉
と
合
同
で
「
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
」
を
設
立
し
て
い
る
。
住
友
時
代
以
来
、
設
計
活
動
は
長
谷
部
が
中
心
的
役
割
を

担
い
、
事
務
所
の
経
営
面
を
竹
腰
が
担
当
し
て
い
）
2
（

た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
建
築
家
と
し
て
竹
腰
に
注
目
し
た
研
究
は
極
め
て
少

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
竹
腰
は
関
西
を
中
心
に
多
く
の
作
品
の
設
計
や
建
設
に
携
わ
り
、
と
り
わ
け
戦
後
は
建
築
家
と
し
て
精
力
的

に
設
計
活
動
を
展
開
し
、
現
存
し
て
い
る
作
品
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
竹
腰
の
建
築
活
動
を
見
直
し
、
最
初
に
作
品
や
著
書
、
論
考
な
ど
の
分
析
を
通
し
て
、
建
築
家
と
し
て
の
作

風
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
次
に
、
戦
後
、
初
め
て
の
作
品
且
つ
代
表
作
品
で
も
あ
る
聖
心
女
子
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
注

目
し
、
作
風
の
一
端
を
解
明
し
て
み
た
い
。

1
―
2　

研
究
資
料
・
方
法

　

竹
腰
の
建
築
観
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
彼
の
著
書
で
あ
る
『
能
楽
三
昧
』（
一
九
五
八
年
）、『
懐
旧
譜
』（
一
九
七
七
年
）、『
雅

俗
九
十
年
』（
一
九
七
九
年
）、『
幽
泉
自
叙
』（
一
九
八
〇
年
）
の
四
冊
と
、『
建
築
と
社
会
』、『
建
築
雑
誌
』
を
中
心
と
し
た
雑
誌
掲

載
の
論
考
、
講
演
会
や
座
談
会
の
資
料
一
四
件
﹇
表
2
―
1
参
照
﹈、
合
計
一
八
件
の
言
説
を
用
い
て
、
竹
腰
の
人
物
像
や
建
築
思

想
な
ど
の
分
析
を
行
う
。

　

ま
た
、
竹
腰
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
竹
腰
健
造
特
集
」（『
建
築
と
社
会
一
九
五
九
年
一
月
号
』
日
本
建
築
協
会
，pp.115 -124

、

一
九
五
九
年
一
月
）
と
『
長
谷
部
竹
腰
作
品
集
』（
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
、
城
南
書
院
、
一
九
四
三
年
一
一
月
）
を
も
と
に
収
集
し
た
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建築家・竹腰健造の建築活動について

五
六
件
の
作
品
﹇
表
3
―
1
参
照
﹈
に
つ
い
て
外
観
の
意
匠
的
特
徴
を
ま
と
め
、
時
代
的
な
変
化
を
も
と
に
作
品
の
建
築
的
特
徴
を

考
察
す
）
3
（

る
。
ま
た
、
言
説
で
明
ら
か
に
な
っ
た
特
徴
が
作
品
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
の
か
に
も
注
目
し
な
が
ら
、
考
察
し
て
い

く
。

　

聖
心
女
子
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
体
計
画
や
校
舎
、
聖
堂
な
ど
の
建
築
的
な
特
徴
を
ま
と
め
た
い
。

主
資
料
は
、
施
工
を
担
当
し
た
清
水
建
設
が
所
有
す
る
図
面
や
仕
様
書
と
し
、
そ
の
内
訳
は
、
聖
心
女
子
大
学
講
堂
新
築
工
事
関
連

図
面
二
二
枚
、
聖
心
女
子
大
学
講
堂
新
築
工
事
関
連
訂
正
・
変
更
版
一
七
枚
、
聖
心
女
子
大
学
新
築
第
五
期
工
事
（
聖
堂
）
図
面
一

七
枚
、
そ
の
他
（
図
面
／
仕
様
書
等
）
六
枚
の
合
計
六
二
枚
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
『
聖
心
女
子
大
学
一
九
一
六
〜
一

九
四
八
〜
一
九
九
八
』（
聖
心
女
子
大
学
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
三
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
配
置
図
な
ど
の
図
面
も
研
究
資
料
と
し
て
用

い
る
。

1
―
3　

既
往
研
究

　

竹
腰
は
建
築
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
も
の
の
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
建
築
家
と
し
て
竹
腰
を
取
り
上
げ
た
研
究

は
極
め
て
少
な
い
。
以
下
、
代
表
的
な
も
の
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

渡
邉
研
司
は
、
竹
腰
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
イ

ギ
リ
ス
の
建
築
界
の
発
展
と
そ
の
建
築
教
育
に
関
し
て
分
析
す
る
な
か
で
、
戦
前
期
に
日
本
人
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
留
学
し
、
Ｒ
Ｉ
Ｂ

Ａ
建
築
家
資
格
を
取
得
し
た
櫻
井
小
太
郎
と
竹
腰
健
造
を
取
り
上
げ
、
竹
腰
の
留
学
先
で
あ
っ
た
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
の
教
育
方
針
や

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
建
築
家
資
格
の
取
得
ま
で
の
経
緯
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
か
ら
一
九
一
七
（
大
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正
六
）
年
に
か
け
て
留
学
し
て
い
た
竹
腰
は
、
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
在
籍
し
て
い
た
。
竹
腰
が
在

籍
し
て
い
た
一
九
一
〇
年
代
に
は
す
で
に
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
は
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
建
築
家
資
格
試
験
の
試
験
免
除
校
に
認
定
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
竹
腰
は
資
格
試
験
準
備
コ
ー
ス
で
学
び
、
一
九
一
五
年
に
試
験
に
合
格
し
て
い
る
。
た
だ
、
当
時
、
外
国
人
は
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ

の
会
員
に
は
な
れ
ず
、
実
質
的
に
は
準
会
員
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
）
4
（

る
。

　

ま
た
、
石
田
潤
一
郎
は
竹
腰
の
経
歴
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
住
友
営
繕
課
か
ら
日
建
設
計
が
で
き
る
ま
で
の
流

れ
の
中
で
、
竹
腰
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
、
日
建
設
計
の
設
立
に
は
直
接
関
与
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
日
建
設
計
の
基

礎
と
な
る
日
本
建
設
産
業
を
つ
く
っ
た
重
要
人
物
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
）
5
（

る
。

　

以
上
の
二
点
が
主
な
既
往
研
究
と
な
る
が
、
い
ず
れ
も
竹
腰
の
経
歴
や
果
た
し
た
役
割
に
関
す
る
も
の
で
、
竹
腰
の
建
築
作
品
や

建
築
観
に
つ
い
て
の
研
究
は
み
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
聖
心
女
子
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
に
旧
久
邇
宮
本
館
や
正
門
が
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
る
際
、
対
象
建
物
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
、
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
に
関
す
る

論
文
と
し
て
は
、
聖
心
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
発
行
の
『
宗
教
と
文
化
』
誌
上
で
安
發
和
彰
と
乾
睦
子
の
論
考
が
挙
げ

ら
れ
る
。
安
發
は
聖
堂
建
築
に
つ
い
て
創
建
の
経
緯
と
建
物
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
宗
教
的
な
枠
組
み
の
中
で
修
道
院

の
霊
的
観
想
生
活
に
も
ふ
さ
わ
し
い
清
楚
な
空
間
を
目
指
し
て
い
る
設
計
の
意
図
が
窺
え
る
と
論
じ
て
い
）
6
（
る
。
ま
た
、
乾
は
、
聖
堂

に
用
い
ら
れ
て
い
る
石
材
に
つ
い
て
目
視
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
や
石
材
の
特
徴
を
述
べ
て
い
）
7
（

る
。
と
も
に
貴
重
な
論
文

で
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
宗
教
学
や
文
化
財
的
な
観
点
か
ら
の
考
察
で
、
聖
堂
お
よ
び
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
物
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
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建築家・竹腰健造の建築活動について

表２-1　竹腰の経緯と主要作品（8）

年 経歴 主要作品
1888 M21 6月25日、石川県金沢市生まれ
1909 M42 東京帝国大学工学科大学建築学科に入学
1912 T1 東京帝国大学工学科大学建築学科卒業 Design for a Town Hall （卒業制作）
1913 T2 英国に留学し、AAスクールにて学ぶ
1915 T4 RIBAの建築士資格試験に合格、オースチン建築事務

所勤務しながら、ロイヤル・アカデミーにて修学
1917 T6 ロンドン・テクノロジーでエッチングを修業、ロンド

ン・ロイヤル・アカデミー展覧会エッチング入選
3月に帰国、5月に住友総本店入社、営繕課勤務

1918 T7 聖徳記念絵画館懸賞設計競技にて3位入選 聖徳記念絵画館懸賞設計競技
1921 T10 住友合資会社工作部技師となり、工作部建築家勤務
1928 S3 住友銀行名古屋支店
1929 S4 住友銀行人形町支店
1930 S5 岡橋邸、今村邸、古田邸、住友ビルディング（住

友銀行本店）
1931 S6 工作部建築課長となる 住友銀行横浜支店、自邸（六甲）
1933 S8 5月住友合資会社工作部解散、株式会社長谷部竹腰建

築事務所設立、常務取締役に就任
神戸岡崎ビル、東京住友ビル

1934 S9 神戸住友ビル、福岡住友ビル、新大阪ホテル
1935 S10 大阪株式取引所、住友銀行熊本支店
1936 S11 住友銀行和歌山支店、鐘淵紡紡績丸子工場
1937 S12 株式会社長谷部竹腰建築事務所解散、個人経営での長

谷部竹腰建築事務所となる
東京手形交換所、京都住友ビル、新居浜住友クラ
ブ

1938 S13 丸紅商店京都支店、旧大阪共同信託
1939 S14 大阪日本生命保険本店
1940 S15 京都陽明文庫、旧共同信託福岡支店
1944 S19 長谷川竹腰建築事務所解散、住友土地公務株式会社に

吸収合併、同社専務取締役に就任
1945 S20 日本建設産業株式会社（現／住友商事株式会社）と改

称、取締役社長に就任
1946 S21 8月日本建築協会会長に就任
1947 S22 日本建設産業株式会社取締役社長を退任（公職追放令

による）
1948 S23 株式会社双星社竹腰建築事務所を開設
1949 S24 聖心女子大学顧問となる→聖心女子大学キャンパス整

備計画開始
聖心女子大学（計画）

1950 S25 公職追放解除、大阪府建築審査会会長、有限会社双星
社を株式会社双星社竹腰建築事務所と変更、取締役社
長に就任
（日本建設産業株式会社から建築土木部門が独立、「日
建設計公務株式会社」となる→現在の「日建設計」の
始まり）

聖心女子大学（第1期工事）

1951 S26 聖心女子大学（第2期工事）
1952 S27 聖心女子大学（第3期工事)、神戸海星女子学院礼拝堂
1954 S29 聖心女子大学（第4期工事)、大阪被昇天学園
1955 S30 大阪府知事より大阪府建築行政の功績を表彰される 西宮仁川学院、西宮マリヤ幼稚園
1956 S31 西宮中尾邸、東京聖心女子学院
1957 S32 建築関係功労賞として黄緩褒賞授与される 神戸愛徳童貞会舞子礼拝堂、八尾吉川邸
1958 S33 日本建築協会会長を退任 大阪市長会館、聖心女子大学（第5期工事）
1959 S34 大阪能楽会館
1960 S35 日本建築学会名誉会員に選ばれる 法隆寺聖徳会館
1961 S36 大阪府芸術賞受賞 大阪市立中央図書館
1965 S40 小林聖心女子学院
1977 S52 社名を株式会社双星設計と改称、相談役となる
1981 S56 7月28日死去、享年93歳
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体
の
計
画
の
建
築
的
観
点
か
ら
の
研
究
は
み
ら
れ
な
い
。

２　

竹
腰
健
造
の
経
歴
と
言
説
か
ら
み
る
建
築
観
に
つ
い
て

2
―
1　

竹
腰
健
造
の
経
歴
に
つ
い
て

　

既
往
研
究
を
も
と
に
竹
腰
の
経
歴
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
2
―
1
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
を
も
と
に
、
簡
単
に
竹
腰
の
経
歴
を
見

て
み
た
い
。

　

竹
腰
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
石
川
県
金
沢
市
に
生
ま
れ
て
い
る
。
実
家
は
男
爵
家
で
、
実
父
は
石
川
県
知
事
を
務
め
た

岩
村
高
俊
、
実
兄
は
東
京
芸
大
出
身
の
美
術
評
論
家
・
岩
村
透
で
あ
る
。

　

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
建
築
学
科
に
入
学
し
、
同
級
生
に
は
渡
辺
仁
（
一
八
八
七
―
一
九
七
三
）

や
西
村
好
時
（
一
八
八
六
―
一
九
六
一
）
と
い
っ
た
著
名
な
建
築
家
が
い
る
。
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
卒
業
し
、
実
兄
・
岩
村
透

の
勧
め
で
、
翌
年
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
、
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
建
築
を
学
ぶ
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
は
、

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
資
格
試
験
に
合
格
す
る
。
そ
の
後
オ
ー
ス
チ
ン
建
築
事
務
所
へ
勤
務
し
な
が
ら
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
エ
ッ
チ

ン
グ
を
勉
強
し
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
と
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
出
展
し
た
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
展
覧
会
の
コ
ン
ク

ー
ル
に
お
い
て
二
年
連
続
で
入
選
し
、
作
品
の
評
判
も
良
く
す
ぐ
に
売
却
さ
れ
た
。
通
っ
て
い
た
エ
ッ
チ
ン
グ
・
コ
ー
ス
の
主
任
か

ら
も
画
家
と
し
て
の
才
能
を
買
わ
れ
、
日
本
に
戻
る
こ
と
を
惜
し
ま
れ
る
ほ
ど
の
腕
前
で
あ
っ
た
と
い
）
9
（

う
。

　

一
九
一
七
年
三
月
に
帰
国
し
、
同
年
五
月
に
住
友
総
本
店
に
入
社
し
、
営
繕
課
建
築
係
付
属
と
な
る
。
当
時
の
住
友
営
繕
部
の
中
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心
メ
ン
バ
ー
は
、
日
高
）
10
（

胖
（
一
八
七
五
―
一
九
五
二
、
一
九
〇
〇
年
入
社
）、
長
谷
部
鋭
吉
（
一
八
八
五
―
一
九
六
〇
、
一
九
〇
九
年
入
社
）

が
挙
げ
ら
れ
、
竹
腰
に
と
っ
て
彼
ら
は
非
常
に
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。
共
に
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
し
た
先

輩
・
後
輩
の
関
係
で
、
特
に
長
谷
部
は
年
齢
も
近
く
、
仕
事
を
共
有
し
て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

　

入
社
時
の
住
友
営
繕
部
（
住
友
合
資
会
社
工
作
部
）
は
、
各
地
に
銀
行
建
築
や
住
友
関
連
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
建
設
を
行
っ
て
い

た
が
、
本
店
の
建
設
が
完
成
す
る
と
、
昭
和
恐
慌
に
よ
る
経
済
不
況
も
あ
っ
て
、
所
員
解
雇
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当

時
、
実
質
的
に
工
作
部
を
ま
と
め
て
い
た
長
谷
部
と
竹
腰
は
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
所
員
ら
と
独
立
し
て
「
長
谷
部
竹
腰
建

築
設
計
事
務
所
」
を
設
立
し
て
い
る
。
住
友
側
も
工
作
部
の
独
立
を
支
持
し
、
金
銭
面
で
の
支
援
な
ど
を
行
う
な
ど
、
前
向
き
な
出

発
で
も
あ
っ
た
）
11
（

が
、
戦
時
中
の
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
解
散
し
て
い
る
。

　

戦
後
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
、
竹
腰
は
新
た
に
日
本
建
築
産
業
株
式
会
社
を
興
し
、
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一

九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
、
財
閥
解
体
に
よ
る
公
職
追
放
令
を
受
け
、
日
本
建
設
産
業
株
式
会
社
社
長
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
こ
の
時
期
、
聖
心
女
子
学
院
は
大
学
設
立
の
認
可
が
お
り
た
た
め
、
大
学
用
キ
ャ
ン
パ
ス
の
計
画
を
担
当
す
る
建
築
家
を

募
集
し
て
い
た
。
公
職
追
放
の
身
で
あ
っ
た
も
の
の
、
応
募
し
た
竹
腰
は
、
堪
能
な
英
語
力
も
あ
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、

聖
心
の
マ
ザ
ー
ら
に
建
築
家
と
し
て
の
才
能
も
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
聖
心
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
と
そ
の
設
計
の
全
て

を
担
う
大
学
顧
問
と
な
り
、
自
ら
の
戦
後
の
最
初
の
仕
事
と
し
て
深
く
か
か
わ
っ
）
12
（

た
。

　

ま
た
、
竹
腰
は
片
岡
安
（
一
八
七
六
―
一
九
四
六
）
の
後
任
と
し
て
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
―
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
ま

で
の
一
二
年
間
に
渡
っ
て
日
本
建
築
協
会
会
長
を
務
め
、
戦
後
直
後
の
混
乱
し
た
社
会
状
況
の
中
、
関
西
の
建
築
界
の
中
心
的
な
存

在
の
役
割
を
担
っ
た
。
こ
の
日
本
建
築
協
会
は
社
会
へ
対
す
る
建
築
の
あ
り
方
や
考
え
方
を
主
張
し
て
い
た
機
関
で
あ
り
、
竹
腰
が
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会
長
を
務
め
て
い
た
期
間
に
は
大
正
期
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た

『
建
築
と
社
会
』
の
復
刊
や
、
建
築
士
法
な
ど
建
築
に
関
す
る

法
律
の
改
革
に
対
し
て
協
会
の
あ
り
方
を
見
直
す
な
ど
、
協
会

の
存
在
そ
の
も
の
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
い
）
13
（

え
、
戦
後

直
後
の
日
本
の
建
築
界
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

2
―
2　

言
説
か
ら
み
る
建
築
思
想

　

竹
腰
の
建
築
系
雑
誌
へ
の
寄
稿
は
少
な
く
、
現
在
確
認
さ
れ

た
も
の
は
表
２
―
２
に
示
し
た
一
四
件
の
み
で
あ
る
。

　

雑
誌
の
掲
載
記
事
の
内
容
は
、
大
半
が
社
会
状
況
や
経
済
性

に
つ
い
て
で
あ
り
、
都
市
と
建
築
の
役
割
な
ど
と
関
連
づ
け
て

述
べ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
戦
後
は
日
本
建
築
協

会
会
長
の
立
場
と
し
て
の
主
張
が
多
く
、
建
築
家
と
し
て
の
考

え
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
立
場
を
意
識
し
た
発
言
が
多
い
と

い
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
発
言
内
容
を
整
理
す
る
と
、

①
主
に
大
坂
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
講
演
）
14
（

会
な
ど
で
の
近
代
建
築

記事名 出版年 雑誌名 発行
時局下の建築を語る会（壮年者と若年者の対談） 1942.11 建築と社会 日本建築協会
新春随想 1953.1 建築と社会 日本建築協会
老人アパートの問題 1956.3 建築と社会 日本建築協会
近代建築偶感 1956.2 建築と社会 日本建築協会
大正時代の中の島、北浜界隈 1958.1 建築と社会 日本建築協会
会長退任の辞 1958.5 建築と社会 日本建築協会
竹腰健造特集号 1959.1 建築と社会 日本建築協会
故長谷部鋭吉氏の哀悼の辞 1960.11 建築と社会 日本建築協会
建築随想 1962.12 建築と社会 日本建築協会
尾崎君を語る 1965.1 建築と社会 日本建築協会
都市行政の現況 1966.5 建築と社会 日本建築協会
日本建築協会五十周年記念座談会
第1回座談会・創立当初と大正時代を語る

1967.3 建築と社会 日本建築協会

日本建築協会五十周年記念座談会
第2回座談会・昭和前期（昭和初年－終戦）を語る

1968.3 建築と社会 日本建築協会

半世紀以上前の英国建築教育 1975 建築雑誌 日本建築学会

表2-2　竹腰の建築系雑誌への寄稿記事
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を
中
心
と
し
た
建
築
に
対
す
る
思
想
的
な
主
張
、
②
「
関
西
の
建
築
史
を
語
る
）
15
（

」
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の
大
阪
の
発
展
を
振
り
返
り

述
べ
て
い
る
よ
う
な
建
築
の
都
市
と
社
会
に
対
す
る
考
え
方
、
③
「
新
春
所
感
）
16
（

」
の
よ
う
な
日
本
建
築
協
会
会
長
と
し
て
の
言
葉
、

そ
し
て
、
④
『
建
築
と
社
会
』
の
「
竹
腰
健
造
特
集
）
17
（

」
か
ら
見
ら
れ
る
一
緒
に
建
築
活
動
を
展
開
し
て
き
た
長
谷
部
鋭
吉
へ
の
思
い

と
い
う
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
①
の
竹
腰
の
建
築
思
想
に
係
わ
る
記
事
を
中
心
に
、
そ
の
主
張
を
見
て
み
た
い
。

　

さ
て
、
戦
前
期
の
発
言
は
一
件
の
み
で
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
一
月
に
「
戦
局
下
の
建
築
を
語
る
会
（
壮
年
者
と
若
年
者

の
対
談
会
）」
が
あ
る
。
こ
の
対
談
会
は
著
名
建
築
家
で
あ
る
村
野
藤
吾
や
石
川
純
一
郎
（
竹
中
工
務
店
設
計
部
長
）
ら
を
壮
年
者
、

小
川
正
（
竹
中
工
務
店
設
計
部
）
や
吉
田
信
武
（
大
阪
府
土
木
部
）
ら
を
若
年
者
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
竹
腰
は
、
当
時
の

住
宅
設
計
の
方
針
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
際
、

住
宅
の
建
築
は
大
半
に
於
て
、
国
民
の
風
俗
習
慣
に
つ
い
て
行
く
も
の
だ
、
建
築
家
ひ
と
り
き
ば
つ
て
見
て
も
、
生
活
様
式
を

作
り
か
へ
る
事
は
困
難
だ
ら
う
、
こ
れ
が
国
家
が
こ
う
云
ふ
生
活
様
式
に
し
ろ
と
ハ
ツ
キ
リ
定
め
る
事
で
も
出
来
れ
ば
、
建
築

家
の
行
く
道
も
明
ら
か
に
な
る
、
そ
う
で
な
い
と
建
築
家
、
ヤ
イ
ヤ
イ
い
つ
て
み
た
と
こ
ろ
で
何
に
も
な
ら
ぬ
…
…

（「
戦
局
下
の
建
築
を
語
る
会
（
壮
年
者
と
若
年
者
の
対
談
会
）」）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
人
々
の
生
活
像
は
国
家
が
定
め
る
べ
き
も
の
と
建
築
家
の
役
割
の
限
界
を
認
め
る
と
と
も
に
、
提
案

す
べ
き
住
宅
は
国
民
の
風
俗
習
慣
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
戦
時
下
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
も
の
の
、
建
築
家
と
し
て
風
俗
習
慣
を
重
視
す
べ
き
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
当
時
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の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
竹
腰
の
主
張
に
は
、
村
野
藤
吾
も
「
民
族
を
離
れ
て
建
築
な

し
」
と
同
調
し
、「
住
宅
建
築
も
着
物
の
問
題
が
解
決
す
れ
ば
建
築
家
は
楽
だ
。
国
民
服
で
民
衆
が
み
な
こ
れ
に
つ
い
て
く
る
と
、

建
築
の
問
題
も
解
決
す
る
」（「
戦
局
下
の
建
築
を
語
る
会
（
壮
年
者
と
若
年
者
の
対
談
会
）」）
と
述
べ
、
国
家
の
指
導
を
期
待
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

一
方
、
戦
後
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
二
月
の
大
阪
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
講
演
会
「
近
代
建
築
偶
感
」
で
は
、
自
己
紹
介
と

し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

建
築
の
様
式
の
樹
立
と
い
う
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
一
朝
一
夕
に
成
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
中
略
）
こ
れ
は
、
や
は
り
数

十
年
前
か
ら
の
欧
州
の
若
い
情
熱
に
燃
え
た
革
命
的
な
思
想
家
、
芸
術
家
、
ま
た
は
そ
う
い
う
傾
向
を
持
っ
た
建
築
家
の
た

ゆ
ま
ざ
る
努
力
が
、
戦
後
の
、
他
動
的
に
、
あ
る
い
は
自
主
的
に
旧
慣
を
破
棄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
敗
戦
の
日
本
の
土
地
に

身
を
結
ん
だ
の
で
あ
り
ま
し
て
（
中
略
）
私
自
身
が
そ
の
よ
う
な
思
想
を
持
っ
た
者
で
あ
る
か
の
如
く
響
き
は
し
な
い
か
と

懸
念
い
た
し
ま
す
が
、
私
は
決
し
て
そ
う
い
う
先
覚
者
ぶ
っ
た
、
思
い
あ
が
り
様
は
致
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

（『
建
築
と
社
会
』pp.115 -124

、
一
九
五
九
年
一
月
号
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
日
本
建
築
の
近
代
化
を
紹
介
し
つ
つ
、
自
分
自
身
は
そ
う
し
た
革
新
的
思
想
家
と
し
て
活
躍
し
た
も
の
で

は
な
い
と
し
つ
つ
、「
わ
れ
わ
れ
は
今
や
、
古
く
さ
い
旧
時
代
の
様
式
に
は
何
ら
か
の
感
激
を
も
持
た
な
い
、
こ
う
い
う
歴
史
的
な

先
人
の
旧
慣
は
よ
ろ
し
く
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
」
と
、
戦
後
直
後
の
建
築
へ
の
思
い
を
述
べ
て
い
る
。
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た
だ
、
戦
後
の
建
築
界
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
日
本
で
現
在
、
真
似
さ
れ
て
い
る
新
様
式
の
建
築
が
、
そ
れ
で
は
果
た
し
て
、

そ
れ
で
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
」
と
し
、
日
本
の
現
状
を“

真
似”

と
評
し
て
疑
問
視
し
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

建
築
と
い
う
も
の
は
、
国
情
、
習
慣
、
風
土
、
国
民
の
経
済
力
に
よ
っ
て
ち
が
う
は
づ
で
は
あ
り
ま
す
。
と
く
に
地
震
の
多

い
、
湿
度
の
高
い
、
経
済
力
の
低
い
日
本
で
ア
メ
リ
カ
の
流
行
を
そ
の
ま
ま
模
倣
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
故
障
が
起
こ
っ
た
り
、

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
参
り
ま
す
（
中
略
）
日
本
的
に
も
う
一
度
よ
く
研
究
し
、
消
化
し
、
同
化

し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
そ
こ
で
初
め
て
新
建
築
様
式
と
い
う
の
が
で
き
る

（『
建
築
と
社
会
』pp.115 -124

、
一
九
五
九
年
一
月
号
）

こ
こ
で
は
、
模
倣
か
ら
日
本
化
に
よ
る
新
建
築
様
式
の
追
及
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
情
や
風
土
あ
る
い
は
慣
習
を

重
視
す
る
考
え
は
、
先
の
戦
前
期
の
主
張
と
連
続
す
る
も
の
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
能
楽
が
趣
味
で
あ
っ
た
竹
腰
は
、
講
演
の
中
で 
世
阿
弥
の
「
珍
し
き
が
美
し
き
な
り
」
を
引
用
し
、

美
と
奇
は
紙
一
重
の
差
で
あ
り
ま
す
。
世
阿
弥
に
い
わ
せ
ま
す
と
、
美
し
い
舞
い
手
ば
か
り
見
せ
て
い
る
と
、
人
は
飽
き
て

美
し
く
な
く
な
る
。
そ
こ
で
美
し
く
な
い
も
の
を
少
し
混
ぜ
て
演
じ
る
と
、
そ
れ
が
美
し
く
見
え
る

（『
建
築
と
社
会
』pp.115 -124

、
一
九
五
九
年
一
月
合
）
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と
し
、
こ
の
手
法
を
建
築
に
も
応
用
し
、
新
旧
（
新
様
式
と
日
本
の
国
風
・
伝
統
）
の
要
素
を
融
合
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
独
自

の
新
建
築
様
式
が
誕
生
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
竹
腰
は
戦
後
の
建
築
界
の
新
し
い
動
き
を
歓
迎
し
つ

つ
も
、
日
本
の
風
土
や
慣
習
と
い
っ
た
独
自
の
文
化
を
反
映
さ
せ
た
日
本
独
自
の
新
建
築
様
式
の
出
現
を
期
待
し
、
ま
た
、
自
ら
そ

の
追
及
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
は
、『
建
築
と
社
会
』
で
「
竹
腰
健
造
特
集
」
が
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
竹
腰
の
三

七
件
の
作
品
と
自
伝
的
論
考
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
自
伝
的
論
考
で
は
、
帰
国
後
に
入
社
し
た
住
友
工
作
部
の
こ
と
が
多
く
語
ら
れ
、

特
に
住
友
の
仕
事
を
通
し
て
学
ん
だ
建
築
手
法
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
住
友
工
作
部
で
は
、
西
欧
建
築
が
古
典

主
義
様
式
を
用
い
て
建
築
の
威
厳
性
を
表
現
し
て
い
た
手
法
を
も
と
に
、
建
築
の
格
式
性
や
品
格
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

財
閥
と
し
て
の
住
友
を
表
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
野
口
孫
一
の
も
と
で
日
高
胖
ら
の
優
秀
な
所

員
に
よ
っ
て
大
き
く
な
っ
た
住
友
工
作
部
が
、
建
築
を
通
し
て
財
閥
と
し
て
の
住
友
の
地
位
を
高
め
た
と
し
て
、
社
内
で
も
工
作
部

の
評
判
が
高
か
っ
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。

　

ま
た
、 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
一
二
月
号
の
『
建
築
と
社
会
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
建
築
随
想
」
で
は
、
竹
腰
は
自
ら
の
体
験

を
踏
ま
え
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
た
建
築
の
様
相
に
つ
い
て
三
つ
の
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

第
一
は
、
建
築
と
い
う
も
の
が
昔
は
唯
箱
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
入
っ
て
人
が
働
く
と
い
う
無
機
体
と
考
え
て
よ
か
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、（
中
略
）
今
日
の
建
築
は
無
機
体
か
ら
有
機
体
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
（
中
略
）
昔
の
建
物
と
は
本
質
的
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に
違
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
感
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

　

第
二
に
現
代
の
建
築
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
来
た
と
云
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
利
潤
を
目
的
と
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
本
質
的
に
昔
の
建
築
と
は
変
化
し
て
い
る
。（
中
略
）

　

第
三
に
、
建
築
の
本
質
的
な
考
え
の
違
い
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
生
命
と
い
う
も
の
が
そ
の
長
さ
に
お
い
て
昔
ほ
ど
期
待

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
一
九
世
紀
の
終
わ
り
、
二
〇
世
紀
の
初
期
ま
で
建
築
と
い
う
も
の
は
永
遠

に
残
る
も
の
と
云
う
考
え
で
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
申
し
ま
す
と
、
や
は
り
建
物
が
有
機
体
で

あ
る
。
又
コ
マ
ー
シ
ャ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
こ
の
二
点
が
起
こ
っ
て
く
る
。

（「
建
築
随
想
」『
建
築
と
社
会
』pp.96 -102　

一
九
六
二
年
一
二
月
号
）

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
建
築
の
変
化
は
、
ま
さ
し
く
機
能
主
義
の
普
及
と
経
済
合
理
主
義
に
よ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
風

潮
に
関
し
て
は
、
竹
腰
は
「
近
代
の
思
潮
で
あ
り
、
建
築
だ
け
が
そ
の
思
潮
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
し
、
そ
の
為
、

こ
れ
か
ら
の
建
築
家
と
し
て
は
「
芸
術
、
材
料
、
構
造
、
設
備
、
経
済
、
こ
れ
ら
に
調
和
し
た
判
断
を
す
る
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
後
の
新
時
代
の
建
築
家
は
芸
術
・
材
料
・
構
造
・
設
備
・
経
済
の
五
つ
の
要
素
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
代
化
と
い
う
時
代
の
中
で
の
建
築
の
変
化
を
認
め
つ
つ
も
、
必
要
な
要
素
と
し
て
の
五
要
素
の
最
初
に
「
芸

術
」
を
挙
げ
、
最
後
に
「
経
済
」
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
古
典
主
義
様
式
か
ら
建
築
を
学
び
始
め
、
住
友
で
学
び
実
践
し
た
竹
腰
健

造
の
建
築
家
と
し
て
の
意
地
が
垣
間
見
え
る
よ
う
に
思
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
竹
腰
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
建
築
そ
の
も
の
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が
変
化
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
現
実
主
義
的
考
え
方
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
建
築
会
社
の
経
営
者
と
し

て
の
資
質
と
し
て
生
か
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
現
実
主
義
者
と
は
い
え
、
建
築
の
質
に
は
こ
だ
わ
り
、
と
り
わ
け

建
築
の
芸
術
性
や
材
料
を
と
り
わ
け
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
時
代
の
変
化
の
中
で
、
単
な
る
流
行
を
追

う
の
で
は
な
く
、
日
本
と
い
う
国
の
国
民
性
や
気
候
風
土
、
慣
習
と
い
っ
た
も
の
を
取
り
入
れ
た
建
築
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
の
で
あ
る
。

2
―
3　

小
結

　

改
め
て
言
説
か
ら
見
え
る
竹
腰
の
建
築
に
対
す
る
考
え
を
ま
と
め
る
と
、
戦
後
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
流
行
し
て
い
る
な
か
で
、
時
代

に
合
わ
せ
新
し
い
建
築
の
思
想
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
、
新
様
式
を

日
本
の
建
築
に
取
り
入
れ
る
際
は
、
単
に
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、
気
候
や
風
土
な
ど
の
環
境
面
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
の
習
慣
な
ど

も
含
め
て
、
日
本
に
適
し
た
建
築
の
創
造
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
戦
前

期
の
住
友
時
代
の
経
験
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
住
友
時
代
、
西
洋
建
築
の
も
つ
格
式
や
品
格
、
質
と
い
っ
た
も
の
に
優
位

性
を
見
出
し
て
い
た
の
は
、
日
高
や
長
谷
部
は
も
ち
ろ
ん
、
住
友
全
体
で
守
ら
れ
る
伝
統
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
く
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
竹
腰
が
留
学
し
て
い
た
当
時
の
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
育
方
針
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る

よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
竹
腰
が
め
ざ
し
て
い
た
建
築
は
、
格
式
や
品
格
、
質
と
い
っ
た
も
の
を
失
う
こ
と
な
く
新
様
式
の
考
え
を

取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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３　

竹
腰
健
造
の
建
築
作
品
に
つ
い
て

3
―
1　

建
築
作
品
の
変
化
か
ら
み
る
傾
向

　

竹
腰
の
建
築
作
品
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
３
―
１
で

あ
る
。
作
品
の
用
途
的
変
化
を
見
る
た
め
に
、
用
途
別

に
作
品
動
向
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
３
―
１
で
あ
る
。

　

作
品
の
用
途
に
関
し
て
は
、
表
３
―
１
、
図
３
―
１

よ
り
、
戦
前
は
住
友
工
作
部
時
代
の
み
な
ら
ず
独
立
後

の
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
設
立
後
も
銀
行
や
金
融
施

設
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
住
友
に
関
連
し
た
仕
事
を

多
く
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
戦
後
は

公
職
追
放
令
を
き
っ
か
け
に
住
友
関
連
会
社
か
ら
も
完

全
に
独
立
し
た
た
め
、
銀
行
や
金
融
施
設
の
作
品
が
減

少
し
、
代
わ
っ
て
学
校
や
聖
堂
・
礼
拝
堂
な
ど
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
一
九
四
九
（
昭
和
二

四
）
年
に
計
画
が
開
始
さ
れ
た
聖
心
女
子
大
学
の
キ
ャ

図3-1　用途別の作品動向
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No. 竣工年 作品一覧 所在 現存 用途
1 1912 M45 Design for a Town Hall （卒業制作） - - 市民ホール
2 1918 T7 聖徳記念絵画館懸賞設計入選 - 計画 美術館
3 1928 S3 住友銀行名古屋支店* 愛知・名古屋 × 銀行
4 1929 S4 住友銀行人形町支店 東京・日本橋 × 銀行
5 1930 S5 住友ビルディング（住友銀行本店）* 大阪・北浜 ○ オフィスビル/銀行
6 岡橋林邸 兵庫・西宮 × 住宅
7 今村邸 兵庫・西宮 × 住宅
8 古田邸 兵庫・西宮 × 住宅
9 1931 S6 住友銀行横浜支店* 横浜・中区 × 銀行
10 1933 S8 神戸岡崎ビル（神戸銀行本店）* 兵庫・神戸 × オフィスビル
11 東京住友ビル（住友銀行東京支店）* 東京・丸の内 × オフィスビル
12 1934 S9 神戸住友ビル* 兵庫・神戸 × オフィスビル
13 福岡住友ビル* 福岡 × オフィスビル
14 1935 S10 大阪株式取引所 大阪・北浜 ○ 金融
15 住友銀行熊本支店 熊本・魚屋町 ○ 銀行
16 1936 S11 住友銀行和歌山支店* 和歌山 × 銀行
17 大阪株式取引所事務所 大阪・北浜 × 金融
18 住友銀行新宿支店* 東京・新宿 × 銀行
19 鐘淵紡紡績丸子工場 長野・丸子 × 工場
20 住友製鋼工場 - × 工場
21 1937 S12 東京手形交換所 東京 × 金融
22 住友銀行京都支店* 京都・中京区 × 銀行
23 新居浜住友クラブ* 愛媛・新居浜 ○ クラブハウス
24 大同貿易株式会社* 兵庫・神戸 × オフィスビル
25 宇治電ビル* 大阪 × オフィスビル
26 1938 S13 丸紅商店京都支店* 京都 ○ オフィスビル
27 旧大阪共同信託* 大阪 × オフィスビル
28 1939 S14 大阪日本生命保険本店* 大阪 ○ オフィスビル
29 旧共同信託福岡支店* 福岡 × 金融
30 1950 S25 聖心女子大学　1号館（北棟以外） 東京・広尾 ○ 学校・教育
31 1952 S27 神戸海星女子学院礼拝堂 兵庫・神戸 ○ 聖堂・礼拝堂
32 1953 S28 朝日ビール株式会社吹田工場ビヤホール 大阪・吹田 × クラブハウス
33 江口証券株式会社 大阪・ × オフィスビル
34 岡三証券本社 大阪・今橋 ○ オフィスビル
35 1954 S29 大阪被昇天学園 大阪・箕面 ○ 学校・教育
36 聖心女子大学　講堂（マリアンホール） 東京・広尾 ○ 学校・教育
37 1955 S30 西宮仁川学院 兵庫・西宮 × 学校・教育
38 西宮マリヤ幼稚園 兵庫・西宮 × 学校・教育
39 西宮カントリークラブハウス 兵庫・西宮 ○ クラブハウス
40 1956 S31 西宮中尾邸 兵庫・西宮 × 住宅
41 東京聖心女子学院 東京・三光町 ○ 学校・教育
42 武田薬品工業株式会社寮 兵庫・西宮 × 集合住宅（社宅）
43 1957 S32 神戸愛徳舞子礼拝堂 神戸・舞子 ○ 聖堂・礼拝堂
44 石川交通株式会社 石川・金沢 × オフィスビル
45 松下電器産業株式会社営業所 広島 × オフィスビル
46 松下電器産業株式会社営業所 福岡 × オフィスビル
47 松下電器産業株式会社　配電器工場 大阪・豊中 × 工場・研究所
48 中川電機株式会社冷蔵庫工場 大阪・布施 × 工場・研究所
49 1958 S33 大阪市長会館 大阪・網島町 ○ 庁舎
50 聖心女子大学　聖堂 東京・広尾 ○ 学校・教育
51 愛徳童貞病会聖母病院厨房 兵庫・神戸 × 病院
52 武田薬品工業株式会社研究所 大阪・大阪 × 工場・研究所
53 1959 S34 大阪能楽会館 大阪・中崎西 × 劇場
54 1960 S35 法隆寺聖徳会館 奈良・生駒 ○ 社寺関連
55 1961 S36 大阪市立中央図書館 大阪・北堀江 × 図書館
56 1965 S40 小林聖心女子学院礼拝堂 兵庫・宝塚 ○ 聖堂・礼拝堂

表3-1　竹腰の建築作品（18）
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ン
パ
ス
計
画
は
戦
後
最
初
に
手
が
け
た
仕
事
で
あ
り
、
聖
心
女
子
大
学
と
の
交
流
を
機
に
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
教
育
施
設
や
聖
堂
・
礼

拝
堂
の
設
計
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
建
築
規
模
的
に
も
聖
心
女
子
大
学
の
建
築
群
は
大
き
く
、
戦
後
の
竹
腰
の
建

築
作
品
の
代
表
作
と
い
え
よ
う
。

3
―
2　

外
観
意
匠
か
ら
み
る
竹
腰
の
建
築
作
品
の
特
徴

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
建
築
作
品
の
作
風
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
様
式
的
に
は
、
戦
前
・
戦
後
で
は
い
わ
ゆ
る
歴
史
主
義
の
建
築
か

ら
機
能
重
視
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
①
窓
形
状
②
柱
表
現
③
装
飾
性
④
外

装
仕
上
げ
の
四
つ
の
建
築
部
位
に
着
目
し
、
各
建
物
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
）
19
（

る
。
そ
し
て
⑤
と
し
て
建
築
全
体

の
意
匠
的
観
点
か
ら
、
歴
史
主
義
の
建
築
と
機
能
重
視
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
。
こ
れ
ら
の
五
つ
の
項
目

よ
り
表
を
作
成
し
、
時
代
的
な
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

さ
て
、
各
項
目
ご
と
に
整
理
し
て
作
成
し
た
の
が
表
３
―
２
で
あ
る
。
な
お
、
表
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
か
ら
の
情
報
も
合

わ
せ
て
各
項
目
に
当
て
は
ま
る
箇
所
を
●
、
資
料
へ
の
記
載
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
写
真
資
料
よ
り
当
て
は
ま
る
と
判
断
し
た
箇

所
を
◎
と
し
た
。

　

以
下
、
表
３
―
２
よ
り
、
項
目
ご
と
に
明
確
か
つ
特
徴
的
な
変
化
を
簡
単
に
ま
と
め
た
い
。

⑴　

窓
形
状

　

歴
史
主
義
表
現
の
明
確
な
特
徴
で
も
あ
る
縦
長
窓
は
初
期
の
作
品
か
ら
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
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表3-2　外部意匠の部位からみる作品の分析
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〇
年
代
後
半
か
ら
は
近
代
建
築
の
特
徴
で
あ
る
横
長
窓
や
連
続
窓
が
増
え
始
め
る
も
の
の
、
縦
長
窓
も
同
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
新
旧
の
窓
形
式
の
併
存
の
理
由
と
し
て
は
、
竹
腰
が
大
型
の
ガ
ラ
ス
の
使
用
へ
の
不
安
を
抱
い
て
い
た
か

ら
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
竹
腰
健
造
特
集
号
」『
建
築
と
社
会
一
九
五
九
年
一
月
号
』（
日
本
建
築
協
会
，pp.115 -124

、
一
九

五
九
年
一
月
）
で
は
、
竹
腰
は
「
ガ
ラ
ス
張
り
論
争
」
と
し
て
新
材
料
の
ガ
ラ
ス
は
危
険
で
あ
り
、
新
建
築
と
し
て
出
現
し
始
め
た

ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
は
危
な
い
と
考
え
、
東
京
大
学
の
武
藤
清
ら
が
主
張
す
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
欠
点
と
地
震
に
対
す
る
不
安
を
引
用

し
た
上
で
、「
現
代
建
築
の
美
し
さ
は
不
安
感
の
上
に
立
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
勇
敢
に
新
流
行
を
追
え
る
建
て
逃
げ
の
建
築
家
は

羨
ま
し
く
思
っ
た
」
と
皮
肉
も
込
め
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
窓
に
用
い
る
ガ
ラ
ス
に
対
し
不
安
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
大
き
な
連
続
窓
を
設
け
た
建
築
は
積
極
的
に
は
手
掛
け
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

柱
表
現

　

初
期
の
作
品
で
は
、
歴
史
主
義
表
現
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
オ
ー
ダ
ー
ま
た
は
オ
ー
ダ
ー
に
則
し
た
柱
を
多
様
し
て
い

た
の
に
対
し
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
シ
ン
プ
ル
な
柱
表
現
の
も
の
が
増
え
始
め
る
と
い
う
明
確
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
柱
そ
の
も
の
を
な
く
す
こ
と
は
せ
ず
、
柱
全
体
の
装
飾
性
を
な
く
す
よ
う
に
そ
の
表
現
の
方
法
を
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
建
物
用
途
に
も
影
響
さ
れ
つ
つ
、
次
第
に
近
代
化
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
列
柱
の
よ
う
に
見
せ
る
よ
う
な
表
現
も
見
ら
れ
、
装
飾
的
要
素
は
排
除
し
つ
つ
も
、
柱
表
現
を
意
図
的
に
残
す
こ
と
で
、

建
築
の
持
つ
格
式
性
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶　

装
飾

　

戦
前
に
は
帯
状
装
飾
、
窓
装
飾
、
出
窓
な
ど
窓
周
り
の
装
飾
な
ど
、
歴
史
主
義
表
現
の
特
徴
が
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
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戦
後
は
装
飾
的
な
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
装
飾
的
要
素
の
見
ら
れ
る
建
築
は
、
聖
堂
・
礼
拝
堂
や
能
楽
会
館
な
ど

の
格
式
性
を
主
張
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
で
あ
り
、
そ
の
表
現
は
戦
前
と
は
異
な
っ
て
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
竹
腰

の
近
代
化
の
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

⑷　

外
壁
仕
上
げ
材

　

戦
前
期
は
基
本
的
に
石
張
り
仕
上
げ
や
石
造
の
よ
う
に
見
せ
る
材
料
で
あ
る
の
に
対
し
、
戦
後
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
モ
ル
タ
ル
へ

と
い
っ
た
素
材
の
変
化
が
見
ら
れ
、
材
料
か
ら
も
近
代
化
の
様
子
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
他
の
項
目
と
同
様
に
、
教
会
や
社
寺
関
連

の
建
築
に
は
石
張
り
仕
上
げ
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
数
種
類
の
材
料
を
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
素
材
に
こ
だ
わ
る
傾
向
が
他

の
用
途
の
建
築
以
上
に
強
く
見
ら
れ
る
。

⑸　

建
物
全
体
の
意
匠

　

竹
腰
の
建
築
作
品
の
特
徴
と
し
て
、
全
体
的
な
傾
向
は
歴
史
主
義
的
な
意
匠
か
ら
機
能
重
視
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
意
匠
へ
と
変
化

し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
建
築
の
格
式
性
を
示
す
場
合
に
は
窓
形
状
や
柱
表
現
、
装
飾
、
外
壁
の
石
張
り
仕
上
げ
な
ど
の
歴
史
主

義
表
現
と
も
い
え
る
要
素
を
残
し
な
が
ら
、
そ
の
意
匠
を
簡
略
化
す
る
こ
と
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
化
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
―
3　

小
結

　

竹
腰
の
作
品
の
変
遷
と
し
て
、
銀
行
建
築
や
住
友
関
連
の
ビ
ル
な
ど
伝
統
や
格
式
を
示
す
よ
う
な
歴
史
主
義
的
な
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、

学
校
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の
機
能
性
を
重
視
し
た
中
で
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
へ
と
い
う
全
体
的
な
流
れ
が
窺
え
る
。
機
能
性

を
重
視
し
た
中
で
も
教
会
や
能
楽
堂
、
社
寺
関
連
の
施
設
に
お
い
て
は
そ
の
伝
統
性
や
品
格
を
考
慮
し
た
上
で
、
簡
略
化
し
た
要
素

を
設
け
る
こ
と
で
そ
れ
ら
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
表
現
の
特
徴
は
、
言
説
と
も
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。
す
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表４-1　聖心女子学院と竹腰健造に関する年表（20）

年 社会・政府的な動き 聖心学院の動き 竹腰の動き
1801 パリ・アミアンにて聖心

学院が創設
1908 日本で聖心学院が設立
1910 三光町に高等女学校・小

学校・幼稚園が開校 
1913 東大卒業（1912年）後、イギ

リスへ留学
1916 高等専門学校（聖心女子

大学の前身学校）が開校
オースチン建築事務所に勤
務しながらエッチングを学ぶ

1917 イギリス留学より帰国、住友
営繕課（工作部） 

1918 大学令→女子大は認められず
1928 関東大震災で校舎が被災

し、アントニン・レー
モンドが校舎・聖堂を再
建（→現・初等科校舎）

1933 長谷部竹腰建築事務所の設立
1945 9月　 文部省「新日本建設の教

育方針」
10月 GHQ「五大改革指令」
10月 CI&E「教育の四大指令」
12月  文部省「女子教育刷新要

綱」
→女子大の設立
→大学における男女共学の実
施

日本建設産業株式会社取締役
社長へ就任

1946 教育刷新委員会設置 日本建築協会会長へ就任
（～'58）

1947 教育基本法、学校教育法、4
・6・3・3・4年制導入

中等科設置 公職追放令のため日本建設産
業株式会社取締役社長を退任

1948 高等科設置
文部省の新たな教育方針
をきっかけに初期新制女
子大学の一つとして発足

1949 マッカーサーが基金を集め、
大学設立を支援聖心側と英語
で会話できる建築家を探す

大学発足にあたり、三光
町から現在の広尾へ移転
→計画が始まる大学第1
期建築工事着工

大学設立の担当建築家が決
まらず→英語が堪能な竹腰に
声が掛かる聖心のマザー・ブ
リット、マザー・シッケルと
会う→経歴調査ののち、決定
聖心女子大学顧問となり、設
計・監理を担う

1950 大学第1期建築工事竣工
1951 大学第2期建築工事竣工
1952 大学第3期建築工事竣工
1954 大学第4期建築工事竣工
1958 大学第5期建築工事竣工 日本建築協会会長退任
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な
わ
ち
、
竹
腰
の
設
計
に
は
歴
史
主
義
の
デ
ザ
イ
ン
や
要
素
と
当
時
新
し
か
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
要
素
と
が
混
ざ
り
合
い
、
そ
の
調

和
が
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

４　

聖
心
女
子
大
学
に
つ
い
て

4
―
1　

聖
心
女
子
学
院
の
日
本
設
置
と
大
学
設
立
に
つ
い
て

　

聖
心
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
女
子
修
道
会
）
を
信
仰
し
た
、
聖
マ
グ
ダ
レ
ナ
・
ソ
フ
ィ
ア
・
バ
ラ
（M

adeleine Sophie B
arat

、
一
七
七
九

―
一
八
六
五
）
は
、
一
八
〇
一
年
パ
リ
・
ア
ミ
ア
ン
に
最
初
の
聖
心
学
院
を
創
設
し
た
。
こ
の
聖
心
学
院
は
、
キ
リ
ス
ト
の
精
神
に

基
づ
く
教
育
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
と
高
度
な
知
性
を
持
つ
自
立
し
た
女
性
の
教
育
の
た
め
の
施
設
で
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
の

改
革
や
進
歩
に
貢
献
で
き
る
前
衛
的
な
も
の
で
あ
り
、
教
育
内
容
の
水
準
も
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

日
本
で
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
月
に
マ
ザ
ー
・
ブ
リ
ジ
ェ
ッ
ト
・
ヘ
イ
ド
ン
ら
四
人
が
横
浜
に
到
着
し
、
六
月
に
東
京

の
三
光
町
（
現
在
の
東
京
都
港
区
白
金
）
に
財
団
法
人
聖
心
女
子
学
院
が
設
立
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
の
敷
地
は
約
三
万
坪
で
、
ス
イ

ス
人
建
築
家
の
ヤ
ン
・
レ
ツ
）
20
（

ル
が
興
し
た
レ
ツ
ル
・
エ
ン
ド
・
ホ
ラ
合
資
会
社
の
設
計
に
よ
る
、
木
骨
煉
瓦
の
本
館
と
修
道
院
が
建

設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
木
造
赤
煉
瓦
の
二
階
建
校
舎
や
聖
堂
・
修
道
院
な
ど
が
建
設
さ
れ
る
が
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関

東
大
震
災
で
倒
壊
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
後
は
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
）
21
（
ド
（
一
八
八
八
―
一
九
七
六
）
に
よ
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
校
舎
（
一
九
二
五
年
）
と
聖
堂
、
校
舎
（
一
九
二
八
年
）
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
レ
ー
モ
ン
ド
設
計
の
聖
堂
と
校
舎
は
、

現
在
、
初
等
科
の
校
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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一
方
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
カ
ト
リ
ッ
ク
女
子
高
等
教
育
機
関
と
し
て
聖
心
女
子
大
学
の
前
身
学

校
で
あ
る
聖
心
女
子
学
院
高
等
専
門
学
校
が
開
校
す
る
。
そ
れ
以
前
の
女
子
高
等
教
育
機
関
と
し
て
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）

年
以
降
に
日
本
女
子
大
学
校
、
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
だ
け
で
、
そ
の
後
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
は
東
京
女
子
大
学
な
ど
が

開
校
さ
れ
て
い
く
が
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
大
学
令
に
お
い
て
も
女
子
大
学
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
大
学

で
は
な
く
専
門
学
校
令
に
よ
る
機
関
と
し
て
の
運
営
に
留
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
女
子
高
等
教
育
機
関
の
様
相
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
敗
戦
後
、
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
九
月
に
当
時
の
文
部
省
は
「
新
日
本
建
設
の
教
育
方
針
」
と
し
て
、
教
育
の
重
要
性
を
主
張
し
た
教
育
方
針
を
発
表
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
も
ま
た
、
民
主
主
義
体
制
の
確
立
な
ど
を
基
本
と
し
た
占
領
政
策
を
出
し
て

い
た
中
で
、
特
に
「
五
大
改
革
指
令
」（
一
九
四
五
年
一
〇
月
）
や
Ｃ
Ｉ
＆
Ｅ
（
民
間
情
報
教
育
局
）
の
「
教
育
の
四
大
指
令
」（
一
九

四
五
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
）
な
ど
に
よ
り
女
性
の
政
治
参
加
と
学
校
教
育
の
民
主
化
を
求
め
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
一
二
月
に
文
部
省
は
「
女
子
教
育
刷
新
要
網
」
を
定
め
、
こ
の
中
で
女
子
大
学
の
創
設
の
方
針
を
掲
げ
、
日
本
女
子
大
学
校
、

東
京
女
子
大
学
、
津
田
塾
専
門
学
校
な
ど
の
女
子
専
門
高
等
学
校
ら
と
と
も
に
聖
心
女
子
大
学
の
設
置
に
関
す
る
協
議
が
重
ね
ら
れ
、

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
認
可
が
お
り
、
女
子
大
学
と
し
て
開
学
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

聖
心
女
子
高
等
専
門
学
校
で
は
、
こ
の
大
学
設
立
の
認
可
を
受
け
る
と
、
戦
災
に
よ
る
校
舎
の
損
壊
の
た
め
、
新
た
な
キ
ャ
ン
パ

ス
を
求
め
る
移
転
を
決
定
し
、
当
時
、
三
田
の
三
井
倶
楽
部
、
麻
布
の
三
井
本
家
邸
宅
跡
、
李
王
家
御
殿
（
現
在
の
赤
坂
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
）、
芝
の
伊
達
家
邸
宅
、
中
島
飛
行
機
工
場
跡
地
（
現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）、
元
久
邇
宮
御
殿
の
六
つ
の
候
補
地
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
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の
中
か
ら
現
在
地
の
聖
心
女
子
大
学
が
位
置
し
て
い
る
約
二
万
四
〇
〇
〇
坪
の
敷
地
の
渋
谷
区
広
尾
の
元
久
邇
宮
御
殿
が
選
ば
れ
、

移
転
し
）
23
（

た
。

　

当
時
こ
の
敷
地
に
は
、
一
部
を
戦
災
で
失
っ
て
い
た
も
の
の
久
邇
宮
の
建
物
が
残
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
改
修
や
曳
家

を
経
て
、
大
学
設
立
当
初
か
ら
現
在
ま
で
学
生
会
館
や
展
示
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
）
24
（

た
。
そ
し
て
、
近
代
和
風
建
築
と
し
て
そ
の

歴
史
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

4
―
2　

聖
心
女
子
大
学
と
竹
腰
健
造

　

戦
後
改
革
で
は
、
民
主
主
義
や
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
女
子
教
育
を
重
要
視
し
、
力
を
入
れ
て
い
た
。
こ
の
背
景
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
聖
心
女
子
大
学
の
設
立
、
移
転
に
伴
う
新
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
そ
の
基
金

を
集
め
て
い
た
ほ
ど
、
そ
の
中
心
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
聖
心
会
の
マ
ザ
ー
の
存
在
が
あ
っ
た
と
い
う
。
関
東
の
建
築
家
を
中
心
に
多
く
の

応
募
が
あ
る
な
か
、
特
に
聖
心
の
マ
ザ
ー
た
ち
と
の
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
人
間
性
を
特
に
重

要
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
担
当
建
築
家
を
決
定
で
き
ず
に
い
た
。

　

そ
の
頃
、
公
職
追
放
令
に
よ
っ
て
日
本
建
設
産
業
株
式
会
社
を
社
長
が
退
任
し
た
竹
腰
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
新
た

に
株
式
会
社
双
星
社
竹
腰
建
築
事
務
所
を
開
設
し
て
い
た
。
そ
し
て
竹
腰
は
、
翌
年
の
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
後
任
と
し
て

日
本
建
設
産
業
株
式
会
社
を
率
い
て
い
た
田
路
舜
哉
か
ら
聖
心
女
子
大
学
設
立
に
あ
た
っ
て
は
英
語
で
自
由
に
聖
心
の
人
た
ち
と
話

す
こ
と
の
で
き
る
建
築
家
を
探
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
）
25
（

た
。
竹
腰
は
公
職
追
放
の
身
で
あ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
が
、
田
路

の
働
き
か
け
に
よ
り
聖
心
女
子
大
学
の
マ
ザ
ー
た
ち
と
会
う
機
会
が
得
ら
れ
、
経
歴
な
ど
の
調
査
の
の
ち
認
め
ら
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
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の
設
計
を
担
う
こ
と
が
決
定
す
る
。
当
時
、
既
に
双
星
社
は
設
立
し
て
い

た
も
の
の
、
実
際
に
は
日
本
建
設
産
業
株
式
会
社
を
前
に
た
て
、
大
学
顧

問
と
い
う
立
場
で
計
画
、
設
計
、
監
理
の
全
て
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
）
26
（

る
。

　

竹
腰
は
こ
の
時
を
振
り
返
り
、
自
身
の
著
書
で
「
世
に
は
こ
ん
な
に
も

敬
虔
で
優
れ
た
女
性
た
ち
が
あ
る
も
の
か
と
驚
い
た
」
と
マ
ザ
ー
た
ち
へ

の
印
象
を
述
べ
て
い
）
27
（

る
。
聖
心
女
子
大
学
側
も
竹
腰
に
対
す
る
信
頼
は
大

き
く
、
竹
腰
が
体
調
を
崩
し
た
時
に
は
各
聖
心
学
校
の
礼
拝
堂
な
ど
で
ミ

サ
が
行
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
）
28
（

た
。
そ
の
後
も
聖
心
女
子
大
学
と
の
繋
が
り

は
続
き
、
小
林
聖
心
女
子
学
院
な
ど
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
教
育
施
設
や
教

会
・
礼
拝
堂
な
ど
の
建
設
に
携
わ
っ
て
い
る
。

4
―
3　

聖
心
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
と
建
築
的
特
徴

　

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
始
ま
り
全

五
期
に
わ
た
っ
て
約
一
〇
年
間
の
建
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
﹇
表
4
―

2
﹈。
ま
た
、
戦
災
に
よ
っ
て
一
部
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
た
久
邇
宮

邸
御
車
寄
（
現
在
の
ク
ニ
ハ
ウ
ス
）
と
本
館
御
常
御
殿
（
現
在
の
パ
レ
ス
東

棟
）、
本
館
小
食
堂
（
現
在
の
パ
レ
ス
西
棟
）
が
一
号
館
建
設
の
た
め
に
一

表4-2　聖心女子大学設立までと建設経緯

年 経緯 設計者
1912 T1 - 木造赤煉瓦2階建校舎

ヤン・レツル
1918 T7 - 木造赤煉瓦聖堂・修道院

関東大震災（1923年）により倒壊
1925 T14 - 鉄筋コンクリート造校舎竣工 アントニン・

レーモンド1928 S3 - 鉄筋コンクリート造聖堂・校舎竣工
戦災により建物は被害、新制大学設立のため移転の計画

1949 S24 4.15 大学第1期建築工事着工

竹腰健造

1950 S25 3.- 大学第1期建築工事竣工 １号館
1951 S26 4.- 大学第2期建築工事竣工 セントジェラルド
1952 S27 3.- 大学第3期建築工事竣工 1号館サイエンスウイング
1954 S29 7.- 大学第4期建築工事竣工 講堂（マリアンホール）
1958 S33 12.- 大学第5期建築工事竣工 聖堂、2号館、修道院
1961 S36 12.27~'62.5.31 1号館大学院棟建築工事
1963 S38 7.1~12.20 1号館4階寄宿舎建築工事

1965 S40 6.15~9.30 2号館10番教室（インター食堂）、実験室（屋上）
建築工事

1967 S42 3.- 管理棟竣工：丹下健三設計 丹下健三
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九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
現
在
の
位
置
に
曳
家
さ
れ
て
い
る
﹇
図
4
―
1
、
2
﹈。

　

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
五
月
に
計
画
さ
れ
た
聖
心
女
子
大
学
の
鳥
瞰
図
﹇
図
4
―
3
﹈
を
み
る
と
、
当
初
の
計
画
で
は
曳
家

し
た
後
の
旧
久
邇
宮
本
館
（
現
在
の
ク
ニ
ハ
ウ
ス
）
も
含
め
て
、
一
号
館
、
二
号
館
、
講
堂
、
聖
堂
と
い
っ
た
校
舎
群
に
全
体
的
な

回
廊
性
を
持
た
せ
る
よ
う
な
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
の
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
作
成
さ
れ
た
配
置
図

﹇
図
4
―
4
﹈
で
は
ま
だ
渡
り
廊
下
が
確
認
で
き
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
る
全
体
的
な
回
廊
性
は
変
更
さ
れ
、

実
施
さ
れ
て
い
な
）
30
（

い
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
構
成
と
し
て
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
配
置
図
﹇
図
4
―
4
﹈
を
み
る
と
、
聖
堂
と
講
堂
の

位
置
関
係
が
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
の
鳥
瞰
図
﹇
図
4
―
3
﹈
と
実
際
に
建
設
さ
れ
た
配
置
と
入
れ
替
わ
り
、
ク
ニ
ハ
ウ
ス
と

聖
堂
が
並
ぶ
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
何
ら
か
の
理
由
で
変
更
さ
れ
た
配
置

が
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
当
初
計
画
し
て
い
た
配
置
へ
さ
ら
に
変
更
が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
聖
堂
が
校
舎
群
の
最

も
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
な
配
置
と
な
っ
た
。

　

こ
の
一
連
の
計
画
変
更
の
経
緯
に
つ
い
て
、
竹
腰
も
聖
心
女
子
大
学
も
特
に
明
言
し
て
お
ら
ず
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
大
学
で
あ
る
聖
心
女
子
大
学
に
と
っ
て
、
聖
堂
は
最
も
格
式
の
高
い
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
正
門
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
最
初
に
目
に
入
る
現
在
の
講
堂
が
建
っ
て
い
る
位
置
に
一
度
変
更
さ
れ
た
が
、
建
物
の
格
式

性
な
ど
が
重
要
と
考
え
て
い
た
竹
腰
は
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
聖
堂
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に
置
か
れ
る
べ
き
と
考
え
、
配
置
が
見
直

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

⑴　

校
舎
―
一
号
館
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図4-1　1947（昭和22）年の配置図 (曳家前 )
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図4-2　1963（昭和38）年の配置図（曳家後）
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図4-3　1949（昭和24）年に作成された聖心女子大学鳥瞰図
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建築家・竹腰健造の建築活動について

図4-4　1950（昭和25）年に作成された聖心女子大学校舎配置図
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図4-5　現在の配置図
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建築家・竹腰健造の建築活動について
　

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
第
一
期
工
事
に
お
い
て
竣
工
し
た
一
号
館
（
北
棟
以
外
）
は
、
当
時
他
の
大
学
校
舎
に
多
く
み
ら

れ
る
よ
う
な
大
き
な
連
続
窓
で
は
な
く
縦
長
窓
で
あ
り
、
壁
面
に
あ
る
柱
が
印
象
的
な
外
観
を
持
つ
。
西
扉
口
部
分
は
仕
上
げ
材
を

変
え
、
さ
ら
に
そ
の
高
さ
を
強
調
す
る
こ
と
で
建
物
の
威
厳
を
示
す
と
い
う
よ
う
な
、
歴
史
主
義
的
な
表
現
要
素
も
見
ら
れ
る
も
の

の
、
建
物
全
体
と
し
て
は
、
新
し
い
教
育
方
針
に
沿
っ
た
民
主
性
・
平
等
性
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
な
、
当
時
流
行
し
て
い
た
水
平

図4-6　竣工当時の1号館

図4-7　講堂（マリアンホール）
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垂
直
が
意
識
さ
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
印
象
が
強
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

⑵　

講
堂
―
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル

　

講
堂
（
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
）
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
の
第
四
期
工
事
で
竣
工
し
た
。
敷
地
全
体
の
中
央
近
く
に
位
置
し
て

お
り
、
正
門
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ク
ニ
ハ
ウ
ス
と
並
ん
で
み
え
る
建
物
で
あ
る
。
講
堂
の
正
面
フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
歴
史
主
義
を
思

わ
せ
る
柱
や
塔
が
確
認
で
き
、
窓
の
形
式
も
連
続
窓
で
は
な
く
縦
長
窓
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
壁
仕
上
げ
に
つ
い
て
は
、

柱
や
ポ
ー
チ
部
分
は
「
人
造
石
研
出
し
」、
そ
の
他
の
壁
面
部
分
は
「
モ
ル
タ
ル
」
と
工
事
記
録
の
記
載
が
確
認
で
き
、
石
造
の
よ

図4-8　竣工当時の聖堂

図4-9　現在の聖堂
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う
な
仕
上
げ
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

講
堂
は
、
当
初
の
計
画
で
校
舎
群
の
中
心
に
配
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
お
い
て
は
重
要
な
位

置
に
あ
っ
た
建
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
号
館
の
校
舎
と
比
較
す
る
と
、
歴
史
主
義
の
印
象
が
強
く
感

じ
ら
れ
る
も
の
の
、
直
線
的
な
外
観
や
装
飾
の
な
い
シ
ン
プ
ル
な
意
匠
は
極
め
て
近
代
的
表
現
と
い
え
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
を
め

ざ
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

図4-10　聖堂（内部）

図4-11　聖堂の側廊
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⑶　

聖
堂

　

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
竣
工
し
た
聖
堂
は
、
三
廊
式
バ
シ
リ
カ
の
形
式
で
、
正
面
フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
バ
ッ
ト
レ
ス
の
よ
う

な
四
本
の
柱
が
設
け
ら
れ
て
い
）
31
（
る
。

　

基
本
の
構
成
は
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
や
ク
リ
ア
ス
ト
ー
リ
ー
（
ト
レ
ー
サ
リ
ー
）
を
も
つ
、
西
洋
の
伝
統
的
な
教
会
建
築
に
み
ら

れ
る
伝
統
的
形
式
を
守
っ
て
い
る
も
の
の
、
側
廊
部
分
の
扱
い
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
一
般
的
に
三
廊
式
の
場
合
は
、
側
廊
部
分
ま

図4-12　内陣と祭壇

図4-13　内陣の装飾
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で
祈
り
の
空
間
と
し
て
席
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
聖
心
女
子
大
学
の
聖
堂
の
側
廊
部
分
は
通
路
空
間
と
な
っ
て
い
る
﹇
図
4
―

11
﹈。
ま
た
、
祭
壇
部
分
は
ド
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
ド
ー
ム
中
央
に
は
丸
い
開
口
部
と
な
る
オ
ク
ル
ス
も
設
け
ら
れ
て
い
る
﹇
図

４
―
12
﹈。
内
部
に
は
、
彫
刻
や
モ
チ
ー
フ
も
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
西
洋
的
な
豪
華
さ
は
な
く
、
簡
略
化
さ
れ
た
表
現
と
な
っ

て
い
る
﹇
図
４
―
13
﹈。

図4-14　ホワイエの床（ネンブロロザート）

図４-15　内陣への段（ポテチーノ）
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ま
た
、
聖
堂
の
内
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
材
料
に
注
目
す
る
と
、
大
理
石
は
四
種
類
の
石
材
が
空
間
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て

お
り
、
材
料
の
素
材
感
の
違
い
を
あ
た
か
も
装
飾
の
代
わ
り
と
し
て
用
い
て
い
る
よ
う
な
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
﹇
図
４
―

14
・
15
・
16
・
17
﹈。
こ
う
し
た
表
現
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
よ
り
は
ア
ー
ル
・
デ
コ
的
な
傾
向
に
類
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
見
れ
ば
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
の
重
要
な
建
築
と
し
て
、
聖
堂
の
存
在
を
よ
り
明
快
に
示
す
た
め
、
表

図4-16　内陣への段上の柵（水戸寒水石）

図4-17　祭壇の天板（霰）
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現
方
法
は
近
代
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
歴
史
主
義
的
表
現
を
要
素
と
し
て
残
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
改
め
て
、
聖
心
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
成
す
る
建
築
の
特
徴
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

○
校
舎
（
一
九
五
〇
年
）：

　

高
さ
の
あ
る
柱
を
用
い
強
調
し
て
い
る
点
や
、
縦
長
窓
を
用
い
て
い
る
点
か
ら
歴
史
主
義
表
現
の
要
素
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
規
則
的
に
並
ぶ
窓
や
屋
根
形
状
か
ら
水
平
垂
直
へ
の
意
識
を
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
装
飾
的
要
素
は
排
除
さ
れ
て
お
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
最
も
モ
ダ
ン
な
建
築
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

○
講
堂
（
一
九
五
四
年
）：

　

正
面
フ
ァ
サ
ー
ド
の
柱
表
現
や
設
け
ら
れ
た
装
飾
な
ど
か
ら
、
歴
史
主
義
建
築
の
表
現
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
水
平
・

垂
直
を
意
識
し
た
直
線
的
な
意
匠
か
ら
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
直
前
の
ア
ー
ル
・
デ
コ
的
雰
囲
気
も
感
じ
ら
れ
る
。

○
聖
堂
（
一
九
五
八
年
）：

　

バ
シ
リ
カ
式
の
平
面
形
式
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
会
建
築
の
伝
統
性
を
継
承
し
つ
つ
も
、
彫
刻
な
ど
の
装
飾
は
極
め
て
簡
略
化

さ
れ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
室
内
の
材
料
で
は
石
を
用
い
つ
つ
も
多
様
な
種
類
の
も
の
を
用
い
る
な
ど
、
装
飾
の
代
わ
り

に
材
料
の
違
い
を
表
現
と
し
て
用
い
よ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
材
料
の
素
材
感
を
重
視
す
る
表
現
は
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
よ
り
ア
ー
ル
・
デ
コ
的
傾
向
と
共
通
す
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
聖
心
女
子
大
学
の
全
体
の
建
築
に
見
ら
れ
る
傾
向
と
し
て
は
、
校
舎
（
一
九
五
〇
年
）
↓
講
堂
（
一
九
五
四
年
）
↓
聖
堂

（
一
九
五
八
年
）
の
順
で
歴
史
主
義
的
建
築
表
現
が
色
濃
く
な
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
竹
腰
の
建
築
の
特
徴
と
し
て
、
建
物
の
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格
式
性
が
高
い
ほ
ど
歴
史
主
義
表
現
が
増
加
す
る
傾
向
が
窺
え
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
こ
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
建
物
の
重

要
度
が
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
表
現
に
こ
そ
、
竹
腰
の
基
本
的
な
思
想
が
よ
く

表
れ
、
信
念
を
持
っ
て
設
計
を
行
っ
て
い
た
姿
勢
が
現
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

4
―
4　

小
結

　

聖
心
女
子
大
学
の
建
築
に
つ
い
て
、
縦
長
窓
が
用
い
ら
れ
る
点
や
柱
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
、
石
造
の
よ
う
に
み
せ
る
デ
ザ
イ
ン

な
ど
歴
史
主
義
的
な
意
匠
が
非
常
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ン
プ
ル
な
表
現
で
あ
り
、
意
図
的
に
歴
史
主
義
の
要
素
を
残

し
な
が
ら
調
和
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
正
門
か
ら
構
内
に
入
り
ア
プ
ロ
ー
チ
を
抜
け
る
と
ま
ず
目
に
入
る
位
置
に
建

っ
て
い
る
講
堂
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
大
学
で
も
あ
る
聖
心
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
大
学
内
で
最
も
格
の
高
い
聖
堂
は
、
特
に
こ
う
し

た
特
徴
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
言
説
や
作
品
の
分
析
を
通
し
て
、
竹
腰
は
住
友
工
作
部
時
代
の
経
験
な
ど
か
ら
西
洋
的
な
歴
史
主
義
や
建
物
の
ス
ケ
ー
ル

感
を
強
調
す
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
る
こ
と
が
、
建
築
の
格
式
性
を
表
現
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
が
み
う
け
ら
れ
る
。
そ
ん
な
中

で
も
時
代
性
に
沿
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し
て
近
代
化
を
目
指
し
た
の
が
聖
心
女
子
大
学
の
計
画
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

　

ま
た
、
格
式
性
を
示
す
た
め
に
歴
史
主
義
的
な
要
素
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
聖
堂
（
礼
拝
堂
）
建
築
も
、
さ
ら
に
簡
略
化
さ

れ
、
限
ら
れ
た
要
素
の
み
が
残
る
な
ど
、
次
第
に
近
代
化
さ
れ
て
い
く
様
子
が
わ
か
る
。
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５　

結
び
に
か
え
て

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
建
築
家
竹
腰
健
造
の
建
築
観
と
そ
の
作
品
の
変
容
の
過
程
と
、
代
表
作
品
で
あ
る
聖
心
女
子
大
学
に
つ
い
て

見
て
き
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
以
下
に
示
す
。

　

竹
腰
は
戦
後
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
流
行
の
中
で
新
様
式
の
動
き
を
認
識
し,

前
向
き
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
大
財
閥
住
友
の
技
師
や
日

本
建
築
協
会
会
長
を
務
め
た
経
験
か
ら
、
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
化
し
て
も
そ
の
建
築
に
求
め
ら
れ
る
格
式
や
品
位
、
質
を
表
現
す

る
と
い
う
考
え
を
一
貫
し
て
持
ち
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
竹
腰
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
学
校
の
校
舎
と
い
っ
た
機
能
重
視

の
建
築
に
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
表
現
を
し
、
聖
堂
や
演
劇
場
な
ど
の
伝
統
や
格
式
を
重
要
視
す
る
建
築
に
は
簡
略
化
し
た
も
の
な
が

ら
も
歴
史
主
義
建
築
の
要
素
を
設
け
る
と
い
っ
た
方
法
を
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
独
自
の
建
築
表
現
は
聖
心
女
子
大
学
に
も
見
ら
れ
、
校
舎
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
デ
ザ
イ
ン
、
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る

聖
堂
に
は
歴
史
主
義
的
な
表
現
を
用
い
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
位
置
付
け
を
明
快
に
し
て
い
る
と
い

え
る
。
な
お
、
竹
腰
の
作
品
は
、
聖
心
女
子
大
学
以
降
さ
ら
に
歴
史
的
主
義
的
表
現
の
簡
略
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
聖
心
女
子

大
学
は
竹
腰
の
建
築
の
近
代
化
表
現
へ
の
転
換
を
示
す
代
表
作
品
と
い
え
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
近
代
化
表
現
の
中
に
格
式
性
を
示
す
た
め
に
、
歴
史
主
義
的
表
現
を
意
図
的
に
表

し
、
そ
れ
ら
の
調
和
を
め
ざ
す
デ
ザ
イ
ン
こ
そ
、
竹
腰
健
造
の
建
築
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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な
お
、
本
稿
は
、
神
奈
川
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
の
院
生
と
し
て
内
田
研
究
室
に
所
属
し
た
下
山
美
月
が

２
０
２
０
年
度
修
士
論
文
と
し
て
提
出
し
た
論
文
を
も
と
に
、
下
山
と
内
田
が
共
同
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
論
文
作
成
時
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
で
聖
心
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
調
査
が
で
き
ず
、
文
献
調
査
に
主
軸
を
置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
文

献
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
聖
心
女
子
大
学
教
授
の
安
發
和
彰
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
感
謝
し
た
い
。

註（1
）　

長
谷
部
鋭
吉
：
一
八
八
五
年
北
海
道
札
幌
市
生
ま
れ
の
建
築
家
。
一
九
〇
九
年
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
建
築
学
科
卒
業
、
住
友

本
店
臨
時
建
築
部
に
入
社
す
る
。
各
地
の
銀
行
建
築
を
手
が
け
、
一
九
三
三
年
竹
腰
健
造
と
と
も
に
独
立
、
長
谷
部
竹
腰
建
築
事

務
所
を
設
立
す
る
。
一
九
五
〇
年
日
建
設
計
工
務
株
式
会
社
設
立
、
顧
問
と
な
る
。
一
九
六
〇
年
七
五
歳
で
死
去
。
長
谷
部
は
建

築
家
・
芸
術
家
と
し
て
も
優
れ
、
住
友
銀
行
京
都
支
店
は
特
に
高
い
水
準
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る

（
2
）　

坂
本
勝
比
古
『
日
本
の
建
築
﹇
明
治
大
正
昭
和
﹈
5
商
都
の
デ
ザ
イ
ン
』
三
省
堂
、pp.128 -140

、
一
九
八
〇
年
。

（
3
）　

分
析
対
象
は
以
下
三
つ
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、
か
つ
、
外
観
意
匠
が
確
認
で
き
る
作
品
と
し
、
本
稿
で
は
設
計
に
関
わ
っ

た
と
さ
れ
る
五
六
件
の
作
品
を
分
析
対
象
と
す
る
。
①『
建
築
と
社
会
一
九
五
九
年
一
月
号
』
の「
竹
腰
健
造
特
集
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
作
品　

②『
素
顔
の
大
建
築
家
た
ち
―
弟
子
の
み
た
巨
匠
の
世
界
』（
都
市
建
築
編
集
研
究
所
／
著
、
建
築
資
料
研
究
社
、

p.85

、
二
〇
〇
一
年
）
に
て
竹
腰
の
主
要
作
品
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
作
品　

③
『
日
本
の
建
築
﹇
明
治
大
正
昭
和
﹈
五
商
都
の

デ
ザ
イ
ン
』（
坂
本
勝
比
古
、
三
省
堂
、pp.128 -140
、
一
九
八
〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
竹
腰
を
設
計
者
と
す
る
作
品
、
お
よ

び
名
前
が
記
載
さ
れ
関
与
が
窺
え
る
作
品
。

（
4
）　

渡
邉
研
司
「
日
本
人
建
築
家
櫻
井
小
太
郎
と
竹
腰
健
造
に
よ
る
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
建
築
家
資
格
の
取
得
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
関
東

支
部
研
究
報
告
集
（
83
）』pp.561 -564

、
二
〇
一
三
年
三
月
、「
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
在

籍
し
た
日
本
人
建
築
家
に
つ
い
て
」『
建
築
歴
史
・
意
匠
（
二
〇
一
二
）』
日
本
建
築
学
会
、pp.123 -124

、
二
〇
一
二
年
九
月
一
二
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日
。

（
5
）　

都
市
建
築
編
集
研
究
所
、
石
田
潤
一
郎
『
素
顔
の
大
建
築
家
た
ち
―
弟
子
の
み
た
巨
匠
の
世
界
』
建
築
資
料
研
究
社
、pp.86 -115

、

二
〇
〇
一
年
。

（
6
）　

安
發
和
彰
「
聖
心
女
子
大
学
の
聖
堂
建
築
―
創
建
の
経
緯
と
概
要
」『
宗
教
と
文
化
』
聖
心
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
、

pp.83 -104

、
二
〇
二
〇
年
三
月
。

（
7
）　

乾
睦
子「
聖
堂
献
堂
六
〇
周
年
記
念
特
集　

聖
心
女
子
大
学
聖
堂
の
大
理
石
に
つ
い
て
」『
宗
教
と
文
化
』
聖
心
女
子
大
学
キ
リ
ス

ト
教
文
化
研
究
所
、pp.29 -33

、
二
〇
一
九
年
三
月
一
日
。

（
8
）　

表
1
―
1
：『
素
顔
の
大
建
築
家
た
ち
―
弟
子
の
み
た
巨
匠
の
世
界
』（
都
市
建
築
編
集
研
究
所
／
著
、
建
築
資
料
研
究
社
、p.85

、

二
〇
〇
一
年
）
を
も
と
に
、『
日
本
の
建
築
﹇
明
治
大
正
昭
和
﹈
五
商
都
の
デ
ザ
イ
ン
』（
坂
本
勝
比
古
、
三
省
堂
、
一
九
八
〇
年
）、

「
日
本
人
建
築
家
櫻
井
小
太
郎
と
竹
腰
健
造
に
よ
る
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
建
築
家
資
格
の
取
得
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
研
究

報
告
集
（
83
）』（
渡
邉
研
司
、pp.561 -564

、
二
〇
一
三
年
三
月
）
を
参
考
に
し
て
い
る
作
成
。

（
9
）　

竹
腰
健
造
『
幽
泉
自
叙
』pp.97 -99

、
一
九
八
〇
年
。

（
10
）　

日
高
胖
：
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
東
京
生
ま
れ
の
建
築
家
。（
明
治
三
〇
）
年
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
後
、

住
友
本
店
臨
時
建
築
部
に
入
社
し
た
、
創
設
時
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
る
。（
昭
和
六
）
年
に
退
官
す
る
ま
で
三
一
年
間
勤
務

し
、
住
友
営
繕
を
支
え
そ
の
功
績
は
大
き
か
っ
た
。

（
11
）　

都
市
建
築
編
集
研
究
所
、
石
田
潤
一
郎
『
素
顔
の
大
建
築
家
た
ち
―
弟
子
の
み
た
巨
匠
の
世
界
』、
建
築
資
料
研
究
社
、pp.86 -115

、

二
〇
〇
一
年
。

（
12
）　

聖
心
女
子
大
学
『
聖
心
女
子
大
学
一
九
一
六
〜
一
九
四
八
〜
一
九
九
八
』pp.30 -32

、
一
九
九
八
年
一
〇
月
。

（
13
）　
「
日
本
建
築
協
会
五
十
周
年
記
念
座
談
会　

第
二
回
座
談
会
・
昭
和
前
期
（
昭
和
初
年
―
終
戦
）
を
語
る
」『
建
築
と
社
会
』
日
本

建
築
協
会
、pp.46 -52

、
一
九
六
八
年
。

（
14
）　

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
二
月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
大
阪
倶
楽
部
講
演
会
「
近
代
建
築
偶
感
」
の
内
容
は
「
竹
腰
健
造
特
集
号
」

『
建
築
と
社
会
一
九
五
九
年
一
月
号
』（
日
本
建
築
協
会
、pp.115 -124
、
一
九
五
九
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　
「
大
正
時
代
の
中
の
島
、
北
浜
界
隈
」『
建
築
と
社
会
一
九
五
八
年
一
月
号
』
日
本
建
築
協
会
、pp.68 -69

、
一
九
五
八
年
一
月
。
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（
16
）　
「
新
春
所
感
」『
建
築
と
社
会
一
九
五
三
年
一
月
号
』
日
本
建
築
協
会
、p.1 

一
九
五
三
年
一
月
。

（
17
）　
「
竹
腰
健
造
特
集
号
」『
建
築
と
社
会
一
九
五
九
年
一
月
号
』
日
本
建
築
協
会
、pp.57 -112

、
一
九
五
九
年
一
月
。

（
18
）　

表
の
中
の*

の
印
の
あ
る
作
品
は
、
竹
腰
が
設
計
に
関
わ
っ
て
い
る
が
外
観
意
匠
を
担
当
し
た
か
ど
う
か
詳
細
が
不
明
確
で
あ
る
建

物
と
す
る
。
特
に
住
友
時
代
の
作
品
が
多
く
、
住
友
の
意
図
は
竹
腰
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
建
物
も
含
め

分
析
を
行
っ
て
い
る
。

（
19
）　

各
項
目
の
該
当
す
る
基
準
に
つ
い
て
：

　
　
　

①
窓
形
状
…
…
「
縦
長
窓
」、「
横
長
窓
」、「
連
続
窓
」、「
ア
ー
チ
窓
」
の
四
つ
の
窓
形
状
を
外
観
写
真
よ
り
判
断
す
る
。
横
長
の

「
連
続
窓
」
の
場
合
は
、「
連
続
窓
」
の
み
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、「
そ
の
他
」
の
項
目
に
は
該
当
し
な
い
形
状
の
窓
や

他
の
開
口
部
に
関
し
記
載
す
る
。

　
　
　

②
柱
表
現
…
…
「
柱
の
有
無
」
を
確
認
し
た
の
ち
、「
オ
ー
ダ
ー
に
則
し
た
柱
」、「
オ
ー
ダ
ー
的
で
は
な
い
柱
」
の
二
つ
の
外
観
写

真
よ
り
判
断
す
る
。「
オ
ー
ダ
ー
に
則
し
た
柱
」
は
、
エ
ン
タ
ブ
ラ
チ
ュ
ア
を
持
つ
西
洋
的
な
オ
ー
ダ
ー
が
確
認
で
き
る
柱
表
現
や
、

オ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な
柱
頭
飾
り
を
確
認
で
き
る
柱
表
現
も
含
め
る
こ
と
と
す
る
。「
オ
ー
ダ
ー
的
で
な
い
柱
」
は
、
装
飾
性
の
な
い

シ
ン
プ
ル
な
柱
表
現
と
し
、
丸
柱
や
角
柱
い
ず
れ
も
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

③
装
飾
性
…
…
「
窓
装
飾
」、「
窓
周
り
の
装
飾
」、「
帯
状
装
飾
」、「
エ
ン
タ
ブ
ラ
チ
ュ
ア
」、「
コ
ー
ベ
ル
」
の
五
つ
の
装
飾
を
外

観
写
真
よ
り
判
断
す
る
。「
窓
装
飾
」
は
窓
格
子
を
含
め
る
窓
へ
の
装
飾
と
し
、「
窓
周
り
の
装
飾
」
は
出
窓
を
含
め
る
窓
の
周
辺

へ
の
装
飾
と
す
る
。「
帯
状
装
飾
」
は
「
エ
ン
タ
ブ
ラ
チ
ュ
ア 

」
の
フ
リ
ー
ズ
部
分
の
装
飾
と
エ
ン
タ
ブ
ラ
チ
ュ
ア 

は
確
認
で
き

な
い
が
、
帯
状
の
装
飾
が
確
認
で
き
る
場
合
に
該
当
す
る
と
判
断
す
る
。「
エ
ン
タ
ブ
ラ
チ
ュ
ア
」
は
コ
ー
ニ
ス
、
フ
リ
ー
ズ
、
ア

ー
キ
ト
レ
ー
ブ
の
三
つ
か
確
認
で
き
る
も
の
を
該
当
す
る
と
判
断
す
る
。「
そ
の
他
」
の
項
目
に
は
、
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
や
オ
ク
ル
ス
、

モ
チ
ー
フ
な
ど
該
当
し
な
い
装
飾
を
記
載
す
る
。

　
　
　

④
外
装
仕
上
げ
材
…
…
「
石
張
り
」、「
モ
ル
タ
ル
」、「
木
材
」
の
三
つ
を
資
料
や
外
観
写
真
か
ら
判
断
す
る
。
特
に
「
モ
ル
タ
ル
」

に
つ
い
て
は
、
同
時
期
の
長
谷
部
竹
腰
事
務
所
の
作
品
よ
り
、
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
外
装
仕
上
げ
材
を
判
断
し
て
い
る
。

（
20
）　

チ
ェ
コ
人
建
築
家
。
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
プ
ラ
ハ
美
術
専
門
学
校
建
築
科
卒
業
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
来
日
。

　
　
　
（
堀
勇
良
『
日
本
の
美
術
８
・
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
』N

o.447 

至
文
堂
二
〇
〇
三
年
よ
り
）。
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建築家・竹腰健造の建築活動について

（
21
）　

チ
ェ
コ
人
建
築
家
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
プ
ラ
ハ
工
科
大
学
卒
業
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
来
日
。

　
　
　
（
堀
勇
良
『
日
本
の
美
術
８
・
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
』N

o.447 

至
文
堂
二
〇
〇
三
年
よ
り
）。

（
22
）　

表
４
―
１
：『
聖
心
女
子
大
学
一
九
一
六
〜
一
九
四
八
〜
一
九
九
八
』（
聖
心
女
子
大
学
、pp.3-19

、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
三
日
）、

『
幽
泉
自
叙
』（
竹
腰
健
造
、
一
九
八
〇
年
）
を
も
と
に
作
成
。

（
23
）　

聖
心
女
子
大
学
に
つ
い
て
は
、
主
に
『
聖
心
女
子
大
学
一
九
一
六
〜
一
九
四
八
〜
一
九
九
八
』（
聖
心
女
子
大
学
、pp.3-19

一
九
九

八
年
一
〇
月
二
三
日
）、『
幽
泉
自
叙
』（
竹
腰
健
造
）
を
参
考
に
ま
と
め
た
。

（
24
）　
『
聖
心
女
子
大
学
ク
ニ
ハ
ウ
ス
・
パ
レ
ス
等
（
旧
久
邇
宮
邸
）
の
建
築
報
告
書
』（
聖
心
女
子
大
学
、p.2

、
二
〇
一
七
年
）
よ
り
、

パ
レ
ス
：
学
生
会
館
、
ク
ニ
ハ
ウ
ス
：
展
示
室
・
応
接
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）　

竹
腰
健
造
『
幽
泉
自
叙
』
創
元
社
、pp251 -252

、
一
九
八
〇
年
。

（
26
）　

聖
心
女
子
大
学
関
連
図
面
よ
り
社
名
は
日
本
建
設
産
業
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。

（
27
）　

竹
腰
健
造
『
幽
泉
自
叙
』
創
元
社
、p.252

、
一
九
八
〇
年
。

（
28
）　

都
市
建
築
編
集
研
究
所
，
石
田
潤
一
郎
『
素
顔
の
大
建
築
家
た
ち
―
弟
子
の
み
た
巨
匠
の
世
界
』、
建
築
資
料
研
究
社
、pp.86 -115

、

二
〇
〇
一
年
。

（
29
）　
『
聖
心
女
子
大
学
一
九
一
六
〜
一
九
四
八
〜
一
九
九
八
』（
聖
心
女
子
大
学
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
三
日
）
よ
り
作
成
。

（
30
）　
『
聖
心
女
子
大
学
一
九
一
六
〜
一
九
四
八
〜
一
九
九
八
』
聖
心
女
子
大
学
、p.32

、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
三
日
。

（
31
）
安
發
和
彰
「
聖
心
女
子
大
学
の
聖
堂
建
築
―
創
建
の
経
緯
と
概
要
」『
宗
教
と
文
化
』
聖
心
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
、

pp.83 -104

、
二
〇
二
〇
年
三
月
。


